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平成29年3月30日
製造業で活躍するリー
ダー—モノづくり女子
塾—

製造業を中心とした「モノづくり立県」を目標に掲げる岐阜県。中でも、国際たくみアカデミーでは、製造
業の未来を担う人材を育成しており、女性が参加しやすいような女性限定の研修「モノづくり女子塾」も実
施しています。
番組では、リポーターが「モノづくり女子塾」の研修に参加し、生産性の向上を目的とした仕事の効率化や
品質の重要性、組織力を強化する方策を、グループワークを通じて学ぶ模様や、「モノづくり立県」を掲げ
る岐阜県の取り組みなどを紹介します。

平成29年3月23日

いま建設業がカッコイ
イ！—建設業で活躍す
る女性「ぎふけんせつ
小町」—

岐阜県では、建設業界で活躍する女性のことを「ぎふけんせつ小町」と呼び、女性の働きやすい環境づくり
を推進しています。
番組では、リポーターとミナモが、県立岐南工業高校で建設について学ぶ生徒たちを取材しました。岐阜県
の女性技術者や技能者の、さらなる活躍を目指す取り組みを紹介します。

平成29年3月16日

花で彩る「清流の国ぎ
ふ」づくり—「ローダ
ンセマム」の新品種育
成—

岐阜県が育成に成功した新品種の花、冬に白やピンクの可愛い花を咲かせるローダンセマムの「クレール
ピーチ」と「クレールローズ」。品種化されるまで、岐阜県農業技術センターにて3年をかけて開発されまし
た。
番組では、リポーターとミナモが農業技術センターを取材。花の育成過程について話を聞いたり、花の寄せ
植え体験を行ったりと、岐阜県オリジナル品種の花について紹介します。

平成29年3月9日
めざせ！全国制覇！！
—科学の甲子園「全国
大会」—

全国から科学好きの高校生が集い、科学の知識やその活用能力をチームで競い合う「科学の甲子園」。この
大会に県代表として、岐阜県立岐阜高校（岐阜市）が出場します。
番組では、リポーターとミナモが全国大会へ向けて準備をする岐阜高校を取材しました。活動風景や先生・
生徒のインタビューなどを踏まえて、「科学の甲子園」への意気込みをお伝えします。

平成29年3月2日
統計で知るふるさと自
慢—データ活用講座—

岐阜県や自分たちが住む地域のさまざまな統計データを理解することで、ふるさとの特徴や自慢などを知る
ことができます。
県が実施する、学校現場への出前授業「データ活用講座」では、統計データを利用してふるさとの特徴を学
んだり、統計のおもしろさ・便利さ・魅力などを知ることができます。
今回は、リポーターとミナモが参加した、関市立南ヶ丘小学校で行われた特別授業「データ活用講座」の模
様を紹介します。

平成29年2月23日
世界に羽ばたく県産品
—岐阜ブランドの向上—

岐阜県が誇る県産品は今、国内のみならず海外へも展開されています。
先月、フランス・パリで開催された世界最大級のインテリア見本市「メゾン・エ・オブジェ」では、岐阜県
が初めてブースを構え、県内企業10社の商品が展示されました。
番組では、リポーターとミナモが、県産品が数多く並ぶ「THE GIFTS SHOP」（ザ・ギフツ・ショップ）と、
1950年創業の「枡」のメーカーである大橋量器を取材しました。海外でも高い評価を受ける岐阜県が誇る匠
の技術や、そこから生まれる岐阜ブランドの商品について紹介します。
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平成29年2月16日
豊かな森林清らかな川
—清流の国ぎふ森林・
環境税—（

森林率全国第2位を誇る岐阜県。この豊かな森林とそこから生まれる清流を守るため、県では、さまざまな取
組みを行っています。
その一環として、子どもたちが木の使い方や使われ方について学ぶ「木育教室」が行われています。また、
岐阜県では、里山づくりなどに活用する「清流の国ぎふ森林・環境税」を徴収しています。
番組では、リポーターとミナモが木育教室を取材し、森林環境に詳しい教授のインタビューを踏まえて、岐
阜県が取り組む森林環境について紹介します。

平成29年2月9日
森のごちそう・ジビ
エ！—ジビエ料理に舌
鼓—

狩猟によって得られる食材で、古来から日本でも食されてきたのがジビエ料理です。
今も豊かな自然を誇る岐阜県。その自然が育んだイノシシやシカもまた岐阜県が誇る大切な食資源です。
番組では、リポーターとミナモが岐阜県内でジビエ料理を扱うお店を取材し、ジビエ食材と調理法を通し
て、ジビエについてご紹介します。

平成29年2月2日
魅力満載の図書館へ行
こう！—岐阜県図書館—

全国有数の年間来館者・貸し出し数を誇り、蔵書数は約100万冊を超える「岐阜県図書館」では、図書館探検
ツアーを開催しています。このツアーでは、普段入ることができない閉架書庫や、購入する本を選ぶ選書室
などを見ることができます。
番組では、ミナモとリポーターが図書館探検ツアーに参加。司書さんに案内してもらい、図書館の裏側やそ
の他さまざまなイベントなどを紹介します。

平成29年1月26日
モノづくりはヒトづく
り—岐阜県成長産業人
材育成センター—

平成28年11月1日に開所した「岐阜県成長産業人材育成センター」では、航空宇宙・医療福祉機器などの成長
分野を中心に、技術者育成のための研修や専門知識を学ぶセミナーを開催しています。
番組では、リポーターとミナモが講座に参加。講師や受講生へのインタビューを踏まえて、「岐阜県成長産
業人材育成センター」の取り組みを紹介します。

平成29年1月19日
若者よ投票へ行こう！
—岐阜県知事選挙投票
日間近—

平成28年7月の参議院議員通常選挙から、選挙権年齢が20歳以上から18歳以上へと引き下げられました。1月
29日には岐阜県知事選挙が行われます。しかし、現在、若者の投票率低下が問題視されています。
番組では、リポーターとミナモが、選挙啓発を行う学生や若者の選挙への意識について詳しい岐阜大学の准
教授を取材し、選挙啓発に関する取り組みを紹介していきます。

平成29年1月12日
岐阜県女性の活躍支援
センター—ふれあい福
寿会館内にオープン—

もっと社会の中で活躍したい、仕事と子育てを両立させたい、そんな女性を応援し寄り添ってサポートする
岐阜県女性の活躍支援センターが平成28年11月にオープンしました。
センター内にはサロンスペースがあり、女性と仕事・家庭に関する本や資料などがたくさんあります。ほか
にも、カウンセリングブースや、毎週水曜日は女性のライフステージやキャリアアップに関するプチ講座や
交流会などを開催しています。
番組では、リポーターとミナモがセンターを取材し、施設内やセミナーを見学。岐阜県の女性が活躍するた
めの取り組みについて紹介します。
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平成29年1月5日
準備は万全に！火山へ
の登山—「清流の国ぎ
ふ」の火山防災対策—

岐阜県では現在、火山防災対策の充実・強化に取り組んでいます。そして、この取り組みを促進するため
に、火山防災対策の先進県である鹿児島県との間で県職員の人事交流を行っています。ほかにも、万が一の
際の避難体制を確立するため、市町村や自衛隊等と連携し、実践的な防災訓練を実施しています。
番組では、岐阜県が取り組む火山防災対策についてご紹介します。

平成28年12月22日

2020年パラリンピック
をめざして—岐阜県福
祉友愛プールオープン
—

障がい者の社会参加の促進や障がい者スポーツの推進などを目的とした通年型屋内温水プール「岐阜県福祉
友愛プール」が岐阜市に12月1日オープンしました。
こちらでは、日本水泳連盟が公認した25メートル6コースのメインプールのほか、お子様でも安心して入れる
サブプール、身体を温めるジェットバスなど、設備が充実しています。
番組では、リポーターとミナモがオープンしたばかりの「岐阜県福祉友愛プール」を取材、その魅力をご紹
介します。

平成28年12月15日

収蔵庫オープン！—岐
阜かかみがはら航空宇
宙博物館リニューアル
に向けて—

各務原市にある「かかみがはら航空宇宙科学博物館」は、平成30年3月の全館オープンに向けて、現在リ
ニューアル工事が行われています。
工事の間もリニューアルのことを知ってもらおうと、収蔵庫がプレオープンしました。
番組では、リポーターとミナモが収蔵庫を取材し、リニューアル後のイメージパネルや航空機の操縦シミュ
レーターに大興奮。リニューアルに向けて取り組む、「かかみがはら航空宇宙科学博物館」の収蔵庫を紹介
します。

平成28年12月8日
希望が丘こども医療福
祉センター—障がい児
療育の拠点—

18歳未満の肢体不自由児、重症心身障がい児、発達障がい児を対象に、診察やリハビリテーション、看護、
保育生活指導を総合した療育を行っている「希望が丘こども医療福祉センター」。
番組では、リポーターとミナモが施設内を取材し、センターの取り組みなどをお伝えします。

平成28年12月1日
企画展「インパクト・
アクアリウム」—アク
ア・トトぎふ—

淡水魚を中心に、は虫類や両生類など水辺で暮らす生き物たちを間近に観察できる、世界最大級の淡水魚水
族館「世界淡水魚園水族館アクア・トトぎふ」。12月25日まで、デンキウナギのクリスマスツリー点灯や、
クリスマスをイメージした水槽でクリスマス気分を盛り上げてくれます。
また、現在、インパクトのある生き物を集めた企画展「インパクト・アクアリウム」を開催中。その他、
「世界淡水魚園水族館アクア・トトぎふ」で開催されるさまざまなイベントも紹介します。

平成28年11月24日
畜産の未来を変える—
岐阜県畜産研究所—

飛騨牛ブランドは、肉質日本一の称号も手にし、柔らかく甘みのある肉質は海外でも高い評価を得ていま
す。その飛騨牛ブランドを陰ながらサポートしてきたのが、岐阜県畜産研究所です。畜産研修所では、未来
の飛騨牛の品質を支えるため、繁殖のための雄牛の研究と育成を行っています。
番組では、リポーターとミナモが畜産研究所を取材しました。安全・安心・健康な畜産物の提供と、県内畜
産ブランドの振興を、最重要点課題として考えて研究する畜産研究所の取り組みを紹介します。
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平成28年11月23日

【拡大版】広げよう！
つなげよう！未来の農
業へ—地域が支える明
日の農業づくり—

農業者の高齢化や担い手の減少等の課題に対応するため、全国の農業の担い手が一堂に会し、明日の農業に
向け考える大会「第19回全国農業担い手サミットinぎふ」が、11月10日、11日の2日間開催されました。
番組では、岐阜県が取り組んでいる就農支援体制や新たな就農支援策、また「第19回全国農業担い手サミッ
トinぎふ」で岐阜県が全国に向けて発信したメッセージなどをお伝えします。

平成28年11月17日
未来の防災リーダー！
—高校生防災リーダー
を育成—

もし今、岐阜県で大きな災害に見舞われたら、どうしますか？
岐阜県では、2年前から、学校や地域の防災力向上に貢献できる未来の防災リーダーを育成するための「高校
生防災リーダー養成事業」を進めています。番組では、リポーターが、その事業の一環として災害図上訓練
を行っている岐阜工業高校を取材しました。岐阜県の防災に関する取り組みをご紹介します。

平成28年11月10日

障がい児者や家族を支
える—重症心身障がい
在宅支援センター「み
らい」—

平成27年4月に開所した重症心身障がい在宅支援センター「みらい」。みらいでは大きく分けて3つの活動を
しています。
1つ目は相談支援体制の充実。2つ目は家族間のネットワークづくり。3つ目は看護人材の育成や確保です。
番組では、相談支援体制の充実をはじめとする活動内容や、「みらい」が開催する家族交流会の様子などを
紹介します。

平成28年11月3日
医療通訳ボランティア
—多文化共生プロジェ
クト—

日常会話ができても医療機関で受診するときにはうまく伝えられず、困っている外国人の方々が多くいま
す。そのような方のために、医療知識を持ち、患者と医師のコミュニケーションの橋渡しをする医療通訳が
必要です。
県では、多文化共生社会の実現に向けた取組みの一環として、医療通訳ボランティアの育成に力を入れてい
ます。番組では、リポーターが岐阜大学で行われた医療通訳ボランティアを育成するための実習現場を取材
し、岐阜県の医療通訳ボランティア育成の取組みを紹介します。

平成28年11月2日

【拡大版】「心も体も
頭も健康に」—全国レ
クリエーション大会開
催の意義—

9月23日から3日間の日程で開催された「第70回全国レクリエーション大会ｉｎ岐阜」。「清流に楽しさ笑顔
夢いっぱい」の大会スローガンの下、県内すべての市町村でさまざまな種目が行われました。その数、過去
最多の38種目。これまでの大会にはない最大規模の取り組みでした。
番組では、全国レクリエーション大会の模様を中心に、楽しくレクリエーションを行う意味とこれからの取
り組みについてお伝えします。

平成28年10月27日
世界に恋する薔薇園—
花フェスタ記念公園—

約7000品種3万株のバラが自慢の「花フェスタ記念公園」。秋のバラの見ごろを迎えるこの時期に、11月13日
まで「秋のバラまつり」が開催されています。
番組では、リポーターが園内を取材し、秋のバラの特徴やこの時期に楽しむことができる「バラの実」など
をお伝えします。さらに、「秋のバラまつり」中に開催されるさまざまな体験イベントなどもご紹介しま
す。
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平成28年10月20日
養老改元1300年！—養
老公園を楽しもう—

名瀑「養老の滝」を中心とした、養老山麓に広がる東西約1,800ｍ・南北約600ｍの「養老公園」。園内に
は、世界的なアーティストが手掛けた施設「養老天命反転地」や第44代天皇の元正天皇行幸遺跡などがあり
ます。元正天皇が西暦717年に元号を「養老」に改めてから、来年2017年で1300年を迎えます。
番組では、リポーターが養老公園を散策し、公園の見どころや1300年を迎えて行われる「養老改元１３００
年祭」についてご紹介します。

平成28年10月19日
【拡大版】世界にはば
たく「清流の国ぎふ」
の魅力

岐阜県ではこれまで、人口が増加し経済発展が著しいアジア諸国と、世界の情報と流行の発信拠点である
ヨーロッパを中心に、「観光・食・モノ」を三位一体で海外に売り込む「飛騨・美濃じまん海外戦略プロ
ジェクト」を展開してきました。
9月には、さらに広く世界へ「清流の国ぎふ」を発信するため、初めてアメリカにてトップセールスが行われ
ました。
番組では、平成28年に行われた海外へのトップセールスの様子とともに、岐阜県が海外とどのような交流を
進め積極的な情報発信を行っているのかをお伝えします。

平成28年10月13日
日本一のあゆ王国へ！
—あゆ王国ぎふ会議—

世界に認められた岐阜県が誇る遺産「清流長良川の鮎」。しかしながら、岐阜県の鮎の漁獲量は全国第４位
で、あゆ養殖生産量を合わせても全国第2位。まだ、日本一にはなれていません。
番組では、9月18日に開催された「あゆ王国ぎふ会議」を取材しました。全国から自慢の鮎が出品され、どこ
の鮎が一番おいしいのかを決める大会「清流めぐり利き鮎会」の模様や会場の様子などをご紹介します。

平成28年10月6日
いざ、癒しの森へ—南
ひだ健康道場—

大自然を間近に感じることができる「南ひだ健康道場」。ここでは、3つの雰囲気の違う森を体感することが
できます。また、敷地の中には、さまざまな体験ができる施設も整備されています。
番組では、リポーターがこんにゃく作りやちぎり絵を体験。大自然に囲まれた「南ひだ健康道場」の魅力を
紹介します。

平成28年9月29日
自然の中を駆け抜ける
—樽見鉄道の旅—

大垣市の大垣駅から本巣市の樽見駅まで、全長34.5キロメートルを結ぶローカル鉄道「樽見鉄道」。その樽
見鉄道の本巣駅では、運転体験講習会に参加することができます。
今回はリポーターとミナモが、本巣市のマスコットキャラクター「もとまるくん」とともに、各停車駅の魅
力を紹介します。たくさんの自然に囲まれ、薬草列車やしし鍋列車などのグルメも同時に楽しむことができ
る、樽見鉄道の魅力をお伝えします。

平成28年9月22日
競馬場に遊びにいこ
う！—笠松競馬場—

今回、リポーターとミナモは、笠松駅からすぐの木曽川のほとりにある「笠松競馬場」を取材しました。
名物予想屋のおじさんに話を聞き、競馬場が一望できる特別観覧席へ。さらに、昭和9年創業のマルキン食堂
では、おすすめのどて飯を堪能します。また、現在笠松競馬場で人気実力ともにトップクラスの佐藤友則騎
手にインタビューし、競馬の魅力を聞きました。
番組では、笠松競馬場のさまざまな楽しみ方をお伝えします。
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平成28年9月15日
一足早く林業の世界に
—山しごとインターン
シップ—

林業への就職を希望する高校生たちに、本格的な職業体験を実施し、林業の仕事に対する理解を深めてもら
う「山しごとインターンシップ」。民間の林業会社で働く現役の作業員が生徒たちに直接指導し、本格的な
職業を体験することができます。
番組では、リポーターが山しごとインターンシップを行っている現場を取材し、林業体験を行っている高校
生と、指導する作業員の方のインタビューを交えて、岐阜県の林業に対する取組みを紹介します。

平成28年9月8日
明日に向かって走
れ！ージュニアアス
リート—

県では、オリンピック等で活躍する人材を県内のジュニアから発掘・育成するため、県独自の育成プログラ
ムを策定し、ジュニアの適性に応じた競技種目の選択ができるシステムを構築する「清流の国ジュニアアス
リート育成プロジェクト」を実施しています。
今回子どもたちがトレーニングする場所は、世界で活躍するトップアスリートたちも数多く利用している、
飛騨御嶽高原高地トレーニングエリア。番組では、リポーターとミナモが子どもたちのトレーニングの様子
を取材し、トップアスリートを目指す輝く子どもたちやプロジェクトなどを紹介します。

平成28年9月1日
もう一度、水に命
を！ー各務原浄化セン
ター—

各務原浄化センターは、木曽川右岸流域にある10市町の汚水を処理する施設で、今年で設立25周年を迎えま
す。県内で最も大きな汚水処理施設であり、施設見学や親子探検ツアーなども開催しています。
番組では、リポーターが親子探検ツアーに参加し、岐阜県浄水事業公社の方にお話を聞きながら施設内を探
検して、汚水処理の流れやセンターの取り組みなどを紹介します。

平成28年8月31日
【拡大版】「清流の国
ぎふ」は世界遺産の宝
庫

現在、岐阜県には認定・登録済みの世界遺産が４つ存在します。
○ユネスコ世界文化遺産「白川郷の合掌造り集落」
○ユネスコ無形文化遺産「本美濃紙・日本の手漉和紙技術」
○FAO世界農業遺産「清流長良川の鮎」
○ICID世界かんがい施設遺産「曽代用水」
そして、新たに登録を待つ遺産は2つあります。
○ユネスコ世界の記憶「杉原リスト」
○ユネスコ無形文化遺産「山・鉾・屋台行事」
全部で8種類の遺産があり、9つの市町村が遺産を持つ地域です。
今回は、「清流の国ぎふ」にあるさまざまな世界遺産をご紹介しながら、この世界遺産を守り、伝えるため
に、どのような取り組みが進められているかを、ミナモと一緒にお伝えします。
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平成28年8月25日
清流長良川の鮎ー
GIAHS鮎の日—

長良川上中流域の「清流長良川の鮎」が平成27年12月、国連食糧農業機関の世界農業遺産に認定され、これ
を機に鮎や清流への関心を高める取り組みが動き出しました。
毎年、7月の第4日曜日を「GIAHS（ジアス）鮎の日」と定め、清流長良川の鮎をテーマにしたイベントが行わ
れます。制定後初となる今年の鮎の日は7月24日で、鮎の文化体験ツアーや鮎にまつわるさまざまな催しが行
われました。
番組ではリポーターとミナモが、河川環境楽園で行われたイベントと、国際的な貢献を果たしていくことを
目的に設立された内水面漁業研修センターの開所式を取材し、岐阜県の「清流長良川の鮎」についての取り
組みを紹介します。

平成28年8月18日
明日の農業のため
に！ー全国農業担い手
サミット—

平成28年11月に岐阜県で開催される「第19回全国農業担い手サミットinぎふ」に向けて、自治会や民間企業
等が集まり新規就農者を地域ぐるみで応援するための「就農応援隊」が結成されました。番組では、リポー
ターやミナモが、今年6月28日に行われた結団式を取材しました。若手の農業者による決意表明の様子や、就
農応援隊隊長のインタビューを交えて結団式の様子をご紹介します。また、岐阜県方式の担い手づくりの取
り組みである、夏秋トマトの栽培法を学ぶ研修施設「郡上トマトの学校」に訪問し、岐阜県の新たな農業の
担い手を育成する取り組みをお届けします。

平成28年8月11日
ともに、つくる、つた
える、かなえるーぎふ
清流文化プラザ—

平成28年9月に1周年を迎えるぎふ清流文化プラザは、「子ども、若者など、次世代の文化芸術の担い手を育
成し、県民参加による新たな文化を創造するための拠点」と「障がい者の文化芸術活動の拠点」のコンセプ
トにより、県民の皆さんが気軽に利用できる施設です。
番組では、粘土や土にまつわる作品が展示される「第2回ともに、つくる、つたえる、かなえる展」の制作風
景や、オールメイドイン岐阜の和綿のアイテムを作る「和綿プロジェクト」の様子、1周年に合わせて行われ
るさまざまなイベントをご紹介します。

平成28年8月4日
楽しく体を動かそ
う！ーミナレクキャラ
バン—

今年9月に岐阜県で開催される「第70回全国レクリエーション大会in岐阜」のPRと、軽スポーツ・体操・ダン
スといったレクリエーションの楽しさを伝えるために結成された、ミナレクキャラバン隊。大会を盛り上げ
るため、全42市町村を訪問しています。
番組では、リポーターとミナモがミナレクキャラバン隊が訪れている会場を取材し、ミナレクキャラバン隊
の取り組みやレクリエーションの楽しさをお伝えします。

平成28年7月28日
鳥になった恐竜！？ー
岐阜県博物館４０周年
記念—

今年で開館40周年を迎えた岐阜県博物館。40周年の特別記念として、現在、「新・恐竜展—鳥になった恐竜の
脳科学—」が開催されています。
番組では、リポーターとミナモが企画展を取材し、岐阜県博物館の恐竜博士とともに、恐竜の進化の過程を
紹介します。

平成28年7月21日
これってナンヤロー
ネ？ー岐阜県美術館—

今年、岐阜県美術館ではアート作品との新しい感じ方を提案するナンヤローネプロジェクトを実施していま
す。
「アートってナンヤローネ？」展示されている作品を見て、そんな素朴な疑問を大切に、美術に親しんでも
らうことを狙いとしています。
番組では、月に1回開催されている「ナンヤローネアートツアー」にリポーターとミナモが参加し、岐阜県美
術館で行われる「ナンヤローネプロジェクト」の取り組みを紹介します。
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平成28年7月14日
富山湾で夏を先ど
り！ー富山・岐阜交流
の日—

東海北陸自動車道が全線開通した平成20年7月5日を記念して、岐阜県と富山県では、７月5日を「富山・岐阜
交流の日」と定め、両県の連携・交流を進めています。
今回は、岐阜県を飛び出し、富山県射水市へ。リポーターとミナモが富山県の観光名所と新鮮な海の幸を
たっぷり満喫。富山県射水市の魅力をご紹介します。

平成28年7月7日
地域とともに歩む学
校！ー羽島特別支援学
校—

平成28年4月に開校した羽島特別支援学校。校訓である「ともに学び、ゆたかに育つ」のもとで、全校生徒が
社会の中で自立していけるよう、さまざまな技能を身に付けています。
番組では、学校に通う生徒の実習風景や地域の方とのつながりを、リポーターとミナモが紹介します。

平成28年6月30日
農業を担う期待の青年
たちー岐阜県農業大学
校—

可児市にある岐阜県農業大学校は、農畜産物の生産に必要な技術や知識を実践的に学ぶ学校です。全寮制で2
年間講義や実習などを通じ、農業の基礎技術や知識を身に付けます。
番組では、リポーターとミナモが実習授業を取材し、授業を受ける生徒や校長先生のインタビューを踏まえ
て、農業大学校の魅力を紹介します。

平成28年6月23日
愛され続ける曽代用
水ー世界かんがい施設
遺産—

長良川から取水して、関市と美濃市の約17kmを流れる農業用の水路「曽代用水」。350年に渡って農業の発展
に寄与したことや江戸時代に農家主導で建設されたことなど、歴史的価値の高い施設と評価され、「世界か
んがい施設遺産」に県内から初めて登録されました。
番組では、リポーターとミナモがその歴史について取材し、長年農民たちを見守り続け世界から評価された
「曽代用水」をご紹介します。

平成28年6月16日
観光列車「ながら」出
発進行！—長良川鉄道—

今年4月に運行を開始した長良川鉄道の観光列車「ながら」。沿線の味覚を楽しむことができる食堂車と観光
列車の2両編成で、岐阜県初の観光列車として注目を集めています。
番組では、リポーターとミナモが列車に乗り込み、車内の特徴や注目の車体など「ながら」の魅力をリポー
トし、岐阜県の新たな顔として出発した観光列車「ながら」を紹介します。

平成28年6月9日
陶磁器でたどる日本の
モダン—岐阜県現代陶
芸美術館—

多治見市にある岐阜県現代陶芸美術館では、7月10日まで、陶磁器の歴史がわかる展覧会「セラミックス・
ジャパンー陶磁器でたどる日本のモダンー」を開催しています。明治初期から第二次世界大戦までの70年間
の陶磁器が展示され、デザインの流れから歴史を学ぶことができます。
番組では、リポーターとミナモが展覧会を訪れ、展示されているさまざまな陶磁器とその歴史について学び
ます。

平成28年6月2日
世代を超えて楽しも
う！—レクリエーショ
ンフェスティバル—

4月30日に岐阜メモリアルセンターにて「春のレクリエーションフェスティバル」が開催されました。会場で
は、さまざまなレクリエーション種目が体験でき、多くの家族連れなどでにぎわいました。
番組では、リポーターとミナモが会場を訪れ、レクリエーション種目を体験リポートします。
また、9月23日から3日間開催される「第70回全国レクリエーション大会in岐阜」に向けた岐阜県の取り組み
についてもご紹介します。
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平成28年5月26日
春のバラまつり・2016
—花フェスタ記念公園—

約7000品種3万株のバラが自慢の花フェスタ記念公園。その花フェスタ記念公園では、平成28年6月19日まで
「春のバラまつり」を開催しています。春のバラまつりでは、最新品種のバラを見ることができるほか、期
間中は熱気球体験などさまざまなイベントが開催されます。
番組では、花フェスタ記念公園のバラ博士に今年のバラ園の見どころを教えてもらったり、熱気球やみたけ
華ずし作りなどの体験を通して、春のバラまつりの魅力をお伝えします。

平成28年5月19日
仕事と家庭の両立支
援！ー岐阜県子育て支
援エクセレント企業—

岐阜県では、従業員の仕事と家庭の両立支援に取り組む企業の中でも、特に先進的な取り組みを行う企業を
「岐阜県子育て支援エクセレント企業」として認定しています。
番組では、平成27年度に認定された株式会社トーカイをご紹介します。
株式会社トーカイでは、女性だけのプロジェクトチームを立ち上げたり積極的に女性の採用を行うなど、女
性の活躍に期待を寄せています。女性が働きやすい仕事環境の充実を図っている取り組みをお届けします。

平成28年5月12日
杉原千畝の功績を記憶
に！ー杉原リスト—

第二次世界大戦下、ナチスの迫害から逃れるため、リトアニアの日本領事館に押し寄せたユダヤの人々にビ
ザを発給し、多くの命を救った外交官・杉原千畝。その杉原千畝の出生の地は、岐阜県加茂郡八百津町で
す。八百津町では、杉原千畝の功績を表す資料を「杉原リスト」として、ユネスコ記憶遺産に登録申請して
います。
番組では、杉原千畝記念館を訪れ、杉原千畝の功績などをご紹介します。

平成28年5月5日
岐阜ローカル鉄道の
旅！ー養老鉄道—

三重県桑名市から岐阜県揖斐川町までの全長57.5kmを結ぶ養老鉄道。3市4町にまたがり、通学や通勤、行楽
を楽しむ路線として利用されています。
番組では、岐阜県で最も南にある駅・美濃松山駅から終点の揖斐駅までの旅をミナモとともに楽しみます。
各駅では、それぞれの地域のご当地キャラクターが登場し、おすすめの観光スポットもご紹介します。

平成28年4月28日
ゴールデンウイークは
懐かし体験！ー日本昭
和村—

美濃加茂市にある日本昭和村は、昭和30年代の里山の風景を再現したテーマパークです。
番組では、昭和の雰囲気が漂う園内で、ミナモとリポーターが、昔懐かしいロバのパンやピンク色の珍しい
カレーなどのグルメを堪能します。また、猿まわしなどのイベントをリポートし、日本昭和村の楽しみ方を
ご紹介します。さらに、ゴールデンウイークのイベント情報もお届けします。

平成28年4月21日
ペットを愛する人たち
へ！ー動物愛護セン
ター—

開所して2年を迎えた美濃市にある岐阜県動物愛護センター。ここは、保健所で保護された多くの犬や猫の譲
渡や、動物愛護の普及啓発を目的として開設されました。
岐阜県動物愛護センターでは、犬や猫を自由に見ることができるほか、ドッグランもあり、愛犬を思い切り
遊ばせたいという飼い主の方も気軽に利用することができます。
番組では、ペットの飼い方講習やしつけ教室を取材し、岐阜県動物愛護センターの役割と取り組みを紹介し
ます。
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平成28年4月14日
飛騨で家具作りを学
ぶ！ー木工芸術スクー
ル—

日本有数の家具の産地・飛騨高山。高山市には、１年課程で「飛騨の家具」づくりに携わるスペシャリスト
を養成する専門学校「木工芸術スクール」があります。学校には、全国的にも珍しい設備が備えられ、椅子
やテーブルなど脚物の家具を中心に実践授業が行われます。
番組では、「木工芸術スクール」で家具作りを学ぶ生徒の様子や、卒業生が働く企業の方のインタビューを
交えて、木工芸術スクールについて紹介します。

平成28年4月7日
関ケ原の魅力を世界に
発信！ー世界古戦場サ
ミット—

今でも多くの史跡が残る関ケ原古戦場。その関ケ原古戦場の魅力を世界に発信しようと、平成28年3月19日に
「世界古戦場サミット」が開催されました。
サミットでは、ナポレオン戦争で有名なベルギーのワーテルロー古戦場と、アメリカ南北戦争の激戦地であ
るゲティスバーグ古戦場の関係者が集まり、３つの古戦場を「世界三大古戦場」と位置付け交流を深めると
ともに、将来を見据え話し合われました。
番組では、サミットの様子やそれぞれの古戦場について触れながら、岐阜県の財産である関ケ原古戦場の今
後の展開についてお届けします。


